
【中学年２－４】お や つ 作 り 教 室

－ 身近な人たちの支えに気付き，考える工夫 －

感謝の気持ちをもって 〔２－４〕(１) 主題名

生活を支えている人々に対して感謝の気持ちを育てる。(２) ねらい

「おやつ作り教室」(３) 資料名

(４) 授業の展開例

学 習 活 動 主な発問と児童の心の動き 留 意 点

１ 地域の人々から ○これまで，地域の人に親切にさ○身近なところで，た

親切にされたこと れた経験はありませんか。 くさんの親切をもら導

を話し合う。 ・昔の遊びを調べたとき，いろい っていることを出さ

ろな物を作ってもらった。 せる。また，そのと

・いつも，登校中に「おはよう 」 きの気持ちを話させ入 。

と，声をかけられる。 る。

２ 資料を読んで話 ○ わ た し は 「おやつ作り教室」○毎年楽しみにしてい，

。し合う。 が開かれるのをどう思っていた る気持ちをおさえる

でしょう。

・毎年楽しみにしている。

○「うまい，うまい 」と，ほめ○ほめられたことで，。

られたとき，私は，どんな気持 よりおばあさんのこ

ちになったでしょうか。 とが知りたくなった

・うれしい。 私の気持ちを考えさ展

・もっと細く切るぞ。 せる。

３ おばあさんと話 ◎「しらゆり会」の人たちが，お○おばあさんの人柄に

をする中で，わた 年寄りに弁当を作って届けたり もふれさせながら，，

しが考えたことに 道路の端に花を植えたりしてい 主人公がボランティ

ついて話し合う。 るのを聞いてどんなことを考え アに関心をもってい

。たでしょう。 く様子に共感させる

・自分たちが知らないところで，

活動しているんだ。開

・いっしょに花を植えたいな。

４ 自分たちのまわ ○仕事ではなく，地域のためにが○地域でボランティア

りの事例について んばっている人を知っています 活動等をしている人

考える。 か。 たちに目を向けるよ

・毎日散歩しながらごみを拾って うにする。

いる人がいる。

・交通指導をしている人がいる。

，５ 地域を支えてい ○身近な例を取り上げ

る人たちの活動を ・地域を暮らしやすくしている人 みんなのためにがん終

紹介する。 たちがたくさんおられるのだな ばっておられる地域末 。

の人を紹介する。
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活用に生かすための実践報告

◎ 「おやつ作り教室」

１ 主題の設定

・総合的な学習の時間の実施により，

。地域の人と交流する機会がふえてきた

交流を通して子どもたちは，感謝する

「 」対象が 日頃お世話になっている人々

から，日々自分たちの「生活を支えて

いる人々」へと広がっていく。

・本資料は，主人公のわたしが「おや

つ作り教室」に参加し，そこで指導し

ていただいたおばあさんの人柄に温か

さを感じる中で，自分たちの生活を陰

ながら支えておられていたことに気付

く。そのことをとおして，自分たちの

地域を住みよくしてこられた方への感

謝の気持ちを養うことが中心的なねら

いである。

２ 指導過程の工夫

・ おやつ作り」は，子どもたちにと「

ってなじみやすい経験であると思われ

る。そこで，簡単なおやつを準備して

作り方や工夫を伝えることも効果的な

導入の仕方と考える。また，これまで

の総合的な学習の時間や社会科で出会

った人たちの写真などがあれば，提示

したい。

・ 心のノート」 ４６～ ４９を導入「 P P

。や終末で活用することも効果的である

３ 発問の工夫

・中心的な発問は，自分たちにおやつ

作りを教えていただいたおばあさんた

ちは，地域の様々な人々のために努力

されている方であったことに気がつい

た主人公の動きを問うものである。日

頃の生活では 感じ取ることのない 温， 「

かさ」を感じとらせたい。また，その

ような方々の姿を見つけ，自分たちも

何か行動を起こしたいと思えるように

なった主人公の気持ちの高まりを問う

補助発問を用意しておきたい。

４ 児童の反応（授業後の感想）

・人が見ていない所で，いろいろな活

動をしている人たちがいることを知っ

てうれしくなった。

・自分も，大人になったら地域の人た

ちのためになることをしてみたい。

・親切にしてもらった高齢者の方に感

謝し，お礼にお弁当を作っておられる

ことはすごいな。

５ 実践者からの一言

・子どもたちの興味を引きやすい資料

であり，また，子どもたちのこれまで

。の経験から話に入っていきやすかった

しかし 「おやつ作り」そのものに関，

心が集まりやすいので，主人公がおば

あさんとの交流の中で心を変えていっ

た様子をしっかりおさえることが必要

である。

・ボランティアは，大切なことではあ

るが，はじめから大きなことを要求す

るようなことは避けたい。あくまで，

子どもたちが発展的に実際の行動を起

こしていきたいと考えたときには，小

さなことからでもいいことを伝え，無

理をさせないことが大切と考える。

（郷野小学校 柏森弘秋）


